
量を減らしCO2排出量を減らしながら、
ほぼ一貫して経済成長を続けています。
「エネルギー消費と経済成長のデカッ
プリング」が実現しているのです（図2）。
「国内で原発停止しながら隣国の原発
大国フランスから電力を輸入している」
とも言われますが、ドイツは原発停止後

止、一度は2036年に延期した脱原
発方針を2022年へと早めました。そ
れが決断できたのはドイツが世界有数
の自然エネルギー先進国だからです。
2000 年に固定価格買取制度（FIT）
を導入し、当初6%に過ぎなかった自然
エネルギーが急成長、今や電力供給量
の24%を占めるまでになりました。
コスト高を言われる自然エネルギーです
が、太陽光発電のコストはたった5年
間で半分以下、そして発電コストの安い
風力発電の普及が急速に進んでいます。
自然エネルギーの発電コストが従来型
の火力発電のコストと同等まで下がる、
いわゆる「グリッドパリティ」の水準に、
太陽光発電では早くも2016 年には達
するものと見られています。
そしてこの間、ドイツはエネルギー消費

デンマーク。自然エネルギー 100%の
島として知られるロラン島に向かう途中
の街に、世界最大規模の72基の洋上
風力発電基地がありました。
大型連休を使って、みんなの党初の公
式視察団の一員として、ドイツ・デンマー
クへ行ってきました。電力改革と自然エ
ネルギーの先進国の取り組みを学ぶた
めです。
2011 年 3月11日の東日本大震災。
スリーマイル、チェルノブイリに並ぶ世
界最悪レベルの福島第一原発事故を
経験し、事故収束もままならない中で、
地震列島であるにもかかわらず原発再
稼働に突き進む日本に対し、欧州諸国は
「原発ゼロ」と「自然エネルギー立国」
に着実に向かおうとしています。
ドイツは3.11に直面し、原発８基を停

大型連休の際に安倍総理はトルコとUAE（アラブ首長国連邦）を訪れ、
「世界一安全な」日本の原発技術を売り込みました。
一方、みんなの党は渡辺喜美代表をはじめとする初の公式視察団を結成、
電力自由化と自然エネルギーへの転換が進むドイツ・デンマークを訪問しました。
日本ではまだまだ知られていない自然エネルギー先進国の
現地レポートをお届けします。

2050年に
自然エネルギー80%を目指すドイツ

ドイツは経済成長とエネルギー消費の
「デカップリング」を実現

■江東区立数矢小学校卒
■麻布中・高、東京大学法学部卒　
■都議会議員2期
■ 2009年衆院選比例復活で初当選
■ 3年間で行った 260回超の国会質問は
　全国会議員中最多
■ 2012年衆院選小選挙区で 2期目の当選

柿沢未途

デンマーク・ニュステッドにある洋上風力発電基地。
この日は無風で風車は回らず。

〜ドイツ・デンマークの
　　　「エネルギーヴェンデ」に学ぶ日本の未来〜

原発ではなく自然エネルギーを！

図1

図 2



ます。そして電力市場を通じて風力発電
の輸出大国になるのがデンマークの成
長戦略にもなっているのです。
このような未来型の電力システムの実現
には、発電と送電の分離が欠かせない
インフラとなります。日本でも3.11を
経てようやく電力会社の地域独占から電
力自由化、発送電分離が議論されるよ
うになりましたが、この点でも1998年
から電力自由化と発送電分離を進めて
きた欧州に遅れを取ったと言わざるを得
ません。

デンマークは世界一の風力発電大国。
すでに電力消費量の30%が風力発電
によってまかなわれています。国土が平
坦で風が通る地理的条件を活かし、風
力発電をはじめとする自然エネルギーを
急速に進めた結果、エネルギー消費の
石油依存度が1972年には92%だっ
たのを2011 年には38%まで低減、
今や電力自給率 110%を実現していま
す。こうした歩みを受けて、2050 年に
は脱原発どころか更に進んで「脱化石
燃料」を目指しています。
自然エネルギーも良い点ばかりではあり
ません。風がない日は風車は動かない。
曇りや雨の日はソーラーパネルは発電で
きません。天候条件に左右されて発電
量が非常に不安定であるのが自然エネ
ルギーの最大の弱点と言えます。
この弱点を補うのが、国境を越えた送
電系統で広域に電力を融通し合う北欧
共通電力市場（ノルドプール）の存在で
す。デンマーク、ノルウェー、スウェーデ
ン、フィンランドの北欧 4カ国は送電系

の2011 年も電力輸出国であり続けて
おり、日本で言われる批判は誤解に基
づくものであるのが分かります。
今やドイツは2050 年には消費電力の
80%を自然エネルギーでまかなう「エ
ネルギーヴェンデ（転換）」の政策を掲
げるまでになりました（図1）。日本から
見ると夢物語のような高い目標も、ここ
数年の目覚ましい技術革新と普及のス
ピードを見れば、ドイツでは十分に達成
可能と考えられています。「ヴェンデ」と
はベルリンの壁崩壊後の東西ドイツ統
一への歩みを指して使われた言葉。そ
れだけの歴史的重みと使命感を持って
ドイツは自然エネルギー立国に進んでい
るのです。

デンマーク、ロラン島。自然エネルギー
の実証実験の場として地域経済を建て
直し、今や世界から注目を集める「自
然エネルギー100%の島」です。その
立役者となったレオ・クリステンセン氏
から話を聞きました（写真1）。
ロラン島は造船不況で大量の失業者が

発生し、デンマークが原発推進国だっ
た1970年代には皮肉にも原発立地の
候補地にもなりました。補助金頼みの
地域再生はことごとく失敗に終わり、「外
からの支援でなく自分達で地域を変え
よう」と取り組み始めたのが自然エネル
ギーの「エコチャレンジ」でした。

統で海を越えて繋がっており、電力が
足りない時は市場で買い、電力が余っ
た時は市場で売る事ができるようになっ
ています。つまり自然エネルギーの供給
の不安定さを広域で補い合う事ができ
るのです。
今や北欧 4カ国はスマートグリッドを通
じて電力市場でリアルタイムで電力のス
ポット取引ができるようになっています
（図3）。この送電系統を北ドイツにも繋
げ、更には英国、そしてEU15カ国に
広げていく構想をデンマークは掲げてい

世界一の風力発電大国・デンマーク
カギは発送電分離による送電網強化と電力市場

人口流出の原発候補地から自然エネルギーで再生！
ロラン島の「エコチャレンジ」

北欧4カ国のスーパーグリッド（送電網）
デンマークの送電会社 Energinetのウェブサイトでは電力
需給の状況をリアルタイム表示。

図3



今やロラン島はあらゆる自然エネルギー
のショーウィンドーとなっています。
風力発電を中心に島内消費量の5倍も
の電力を発電し、送電系統網を通じて
他の地域に電力輸出しています。更に
不安定な風力発電を補い、需要時にエ
ネルギーを取り出せるよう、水素技術
による燃料電池の実用化にも取り組み、
2008 年には世界で初めてとなる燃料
電池でエネルギー供給をまかなう「水
素コミュニティー」を実現しています。
クリステンセン氏が力を入れているのが
藻によるバイオマス・イノベーションで
す（写真2）。農業排水で藻を培養し、
光合成を通じてCO2を吸収、しかも培
養された藻からは高付加価値の蛋白質
が取り出せます。藻はバイオガスのエネ
ルギー産出に使われ、燃料電池を通じ
て電力供給の源ともなります。そして残
りカスは肥料に、農業排水も藻で浄化
して畑に戻すという完全循環型です。
先進国とは言え世界の北のはずれとも
言えるロラン島で、このような構想力を
持った革命的な社会実験が行なわれて

給のコジェネレーション（コジェネ）を
事実上、義務付けて、地域暖房をそれ
でまかなっています。
補助金で施設だけ作って稼働しない、
熱供給を最初から捨てている日本のバ
イオマス発電とは大違いです。地域暖
房を構築するには各家庭に熱水供給の
パイプラインを引かなければなりません。
住民負担も求められ、地域社会の合意
が不可欠です。技術の問題でなく、社
会を変える意思なくして自然エネルギー
立国への転換はできないのです。

最後に、デンマークは首相はじめ閣僚
23人の11人が女性と聞きました。ド
イツのメルケル首相もご存じの通り女性
です。安倍首相も語っておられる通り、
女性の活躍はこれからの日本の成長に
とって極めて重要です。日本の「エネル
ギーヴェンデ」も女性リーダーが進める
のかもしれません。

いる事に大きな驚きを覚えました。レオ・
クリステンセン氏は震災後に何度も来日
しています。このような「エコチャレンジ」
を日本でも実現しようと津波被災地であ
る宮城県東松島市とも提携していると
言っていました。
ドイツに戻り、ゲッティンゲン郊外の農
村のバイオマスエネルギー施設を見学
（写真3）。周辺の牧場の家畜の糞尿を引
き取り、プラントで発酵させバイオガス
を産出、発電と地域熱供給を行なって
います（図4）。初期投資 800万ユーロ
（約10億円）に対して、売電や熱供給
による年間収入 400 万ユーロ、利益
は50万ユーロ、ビジネスとして大成功
と言って良いでしょう。
2005年、ゲッティンゲン郊外のユー
ンデ村で始まった農村をバイオエネル
ギーの供給者に変える取り組みを契機
に、ドイツにはバイオマスプラントが全
国 7500ヵ所もできています。熱電併

レオ・クリステンセン氏の活躍はニールセン北村朋子著「ロラン島のエコチャレンジ」（新泉社）に詳しい。

ドイツ・ゲッティンゲン郊外の「バイオ
エネルギー村」プラント。農家はバイオ
ガス発電でも収入を得る。

藻イノベーション、燃料電池…。ロラン島
には自然エネルギーの未来が。デンマーク
の「グリーン経済成長」を実践。

「バイオエネルギー村」のしくみ
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3 図 4




